平成20年度　第３回　地震リスクマネジメントと事業継続性小委員会　議事録（案）
日　　時
平成21年７月28日（火）　14:00～17:00

場　　所
土木学会　A会議室
出席者
吉川、大滝、奥村、小丸、篠原、中川、中村、広中、福岡、丸山、村地、矢代、大峯、　

山田　14名（名簿順、敬称略）。欠席11名
配布資料　資料３－１ 第２回委員会議事録（案）
資料３－２「地震リスクと企業継続性に関する小委員会」地震工学委員会活動報告
資料３－３ 第１回地震ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄと事業継続性シンポジウム開催案内
資料３－４ ＷＧ１活動報告
資料３－５ ＷＧ３活動報告

議　　事
1． 第１回委員会議事録（案）の確認
　第１回委員会議事録(資料３－１)について大滝委員より説明がなされ承認された。
　修正点：議事２．理想都市→仮想都市
委員名簿の確認（資料３－３）
　修正点：日本技術開発→エイト日本技術開発　
　　　　　リサーチエンジニアリング事業部→環境防災保全事業部
　　　　：大峯委員を独立標記とする。
2． 第１回シンポジウム開催要領について委員長より説明がなされた。
開催案内本文中のBCPの訳語としては、「事業継続計画」とする。
各ＷＧ報告×３＝150分（調整可）、タイトルは以下の通りとする。
　WG1：地震リスク解析の手法と要素技術
　WG2：仮想都市の事業別地震リスクマネジメント
　WG3：事業継続計画の現状と課題
公募論文（既にＨＰにおいて案内掲載済み）は１０編とする。
シンポジウム論文集（WG報告）のひな形は丸山先生より配布する。
（WG1：70頁、WG2：30頁、WG3：30頁、公募論文60頁程度）
シンポジウム実行委員会を吉川委員長、清野副委員長、大滝委員、奥村委員ほか２名程度で組織する。

3． 各ＷＧのテーマについて、ＷＧ幹事および担当者より活動報告がなされた。
ＷＧ１：地震リスク解析・要素技術（資料３－４）
　これまでの活動概要および報告書作成状況について丸山委員より説明がなされた。報告書の目次については、最新のものと入れ替える。
　前回WG1の話題提供（地震リスク解析における注意点）について中村委員より説明がなされた。

ＷＧ２：地震リスクマネジメントとリスクファイナンス（パワーポイント）
　モデルケースのこれまでの検討成果について、それぞれ担当委員より説明がなされた。
・仮想都市および想定地震動（村地委員）
・自治体（中村委員）
・製造業（小丸委員）
・電力施設（山田委員）
・商業施設（大峯委員）

ＷＧ３：ＢＣＰの現状と課題（資料３－５）
　以下の項目について、それぞれ担当委員より説明がなされた。
・これまでの検討状況およびICUSにて行われたBCM研究委員会成果の概要（福岡委員）
・学術論文の調査状況および主要論文の概要（広中委員）
・公的ガイドラインの比較およびBCPビジネス分野におけるWEB調査（福岡委員）
・BCPセミナーの現状調査について（中川委員）

4． 
その他
今後の予定
2009.9.14  　　15:00-17:00シンポジウム実行委員会（東京都市大学総合研究所）





















　
2009.9.24-30 　WG2（調整中）
2009.9.7-11 　 WG3（調整中）
2009.10.6　　　13:00-15:00 WG1土木学会D会議室
2009.10.28　 　第４回小委員会（土木学会A会議室）


以上　（記録：大滝）
2009.7.29作成

